
【番号17】

令和2年1月22日

工事名 北海道横断自動車道　釧路市　湯波内改良工事
発注者

推薦事例の概要（実施内容および背景、課題など）
本工事では、道路土工のうち本線に接する切土法面約1.2万m3の掘削及び約3千m2の法面整形工をUAV測
量及びMCバックホウ施工など従来施工と比べ高精度、かつ省力化にも繋がるICT技術活用により施工した。

推薦ポイント（特に生産性向上に寄与した点など）
UAV測量により、ICT施工に必要な３次元設計データ作成及び施工後の出来形管理にも活用することで、出来
形管理の効率化や品質向上を図った。
また同データ活用によるＭＣバックホウ施工では、従来施工において必要だった丁張り設置や重機合図作業が不
要となることでの省力化やオペレータ重機操作に比べて作業スピード向上や施工出来形均一化など、土工に適切
な時期内に安定した作業実施となった。

釧路開発建設部　釧路道路事務所

東星渡部建設（株）発注者
工期 令和元年5月11日 ～
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【
機
密
性
２
】

掘
削
工
及
び
法
面
整
形
で
の
IC
T
施
工

■
北

海
道

横
断

自
動

車
道

湯
波

内
改

良
工

事
で

の
事

例

◎
工

事
概
要

道
路

土
工

U
A
V測

量
:
 
U
A
V
撮

影
、

三
次

元
形
状
復
元
及
び
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
作
成

掘
削

工
:
 
V
=
5
4
,
6
0
0
㎥

、
掘
削

工
（
I
C
T
）

:
V
=
1
1
,
6
0
0㎥

路
体

盛
土

:
 
V
=
1
9
,
3
0
0
㎥

、
法
面

整
形
:
A
=
9
,
3
6
0
㎡

法
面

整
形

工
:
 
法

面
整

形
:
A
=
9
,3
6
0
㎡

、

法
面

整
形

（
切
土

部
・

I
CT
）

：
A
=
2
,
7
0
0
㎡

地
盤

改
良

工
、

法
面

工
、

擁
壁
工
、

ｶ
ﾙ
ﾊ
ﾞｰ
ﾄ
工

、
排

水
構

造
物

工
等

本
工

事
で
は
本

線
部

に
接

す
る

最
下

段
法

面
施

工
の

う
ち

、
掘

削
工

及
び

法
面

整
形

（
切

土
部

）
に

お
い

て
I
C
T
施
工
に
よ

り
工
事
実
施
し
た
。

施
工

の
流
れ
と

し
て

は
、

I
C
T
施

工
に

必
要

な
三

次
元

点
群

デ
ー

タ
取

得
す

る
た

め
の

U
A
V
測
量
に

関
す
る
作
業
計
画

、
空

撮
か
ら
三
次
元
設
計

デ
ー

タ
作
成
後
、

G
N
S
S
移

動
局

を
搭

載
し

た
建

設
機

械
へ

の
デ

ー
タ

入
力

し
マ

シ
ン

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

（
M
C
）
に
よ
り
施
工
し
た

。
ま
た

、
施
工
後

も
U
A
V
空

中
写

真
測

量
を

用
い

た
出

来
形

管
理

す
る

こ
と

で
現

地
施

工
か

ら
出

来
形

管
理

ま
で

の
一

連
作

業
を

省
力

化
に

努
め

な
が

ら
品
質
向
上
が

図
ら

れ
た

。

◆
省

力
化

及
び
品
質
向
上

と
な

っ
た
要
因

・
起

工
測
量

を
Ｕ

Ａ
Ｖ
測
量

す
る

こ
と

に
よ
り

従
来

の
Ｔ

Ｓ
測
量

に
比

べ
作

業

員
数

縮
減

。

・
I
C
T
重

機
へ
の
デ

ー
タ
入

力
に

よ
り

施
工
を

行
う

こ
と

で
、

従
来

ま
で
の

重
機

オ
ペ

レ
ー

タ
ー

の
経

験
値

に
基

づ
く

施
工
に

比
べ

、
オ

ペ
レ

ー
タ

ー
熟
練

度
等

に
よ

る
出

来
形

の
不

均
一

が
抑

制
さ

れ
均
質

で
高

品
質

な
出

来
形

と
な
る

・
本

工
種

に
関
係

す
る

作
業

員
等

縮
減

に
よ
り

現
場

安
全

管
理
も

向
上

す
る

。

○
Ｕ
Ａ

Ｖ
測
量

・
主

な
作

業
フ

ロ
ー

①
作

業
計

画
（

現
地

状
況

を
勘

案
し

た
各
作

業
の

キ
ャ

リ
ブ

レ
ー

シ
ョ
ン

な
ど

）

②
U
A
V
撮

影
（

三
次
元

形
状

復
元

用
の
空

撮
⇒

精
度

確
認

試
験

を
行
い

な
が

ら
）

③
三

次
元

形
状

復
元

（
空

撮
写

真
に

よ
り
地

形
・

地
物

の
三

次
元

形
状
を

復
元

）

④
三

次
元

点
群

デ
ー

タ
フ

ァ
イ

ル
作

成

○
掘

削
工

及
び
法
面
整
形

・
主
な
作

業
フ

ロ
ー

①
事

前
作

業
（

電
波

障
害

な
ど

の
事

前
調
査

、
三

次
元

設
計

デ
ー

タ
入
力

な
ど

）

②
キ

ャ
リ

ブ
レ

ー
シ

ョ
ン

（
設

計
デ

ー
タ
と

各
種

セ
ン

サ
ー

の
差

分
調
整

等
）

③
現

地
施

工
（

事
前

作
業

に
よ

り
準

備
し
た

I
C
T
重
機

に
よ

る
最

少
名
施

工
）

④
出

来
形

管
理

（
三

次
元

設
計

と
出

来
形
評

価
用

デ
ー

タ
の

乖
離

等
確
認

）

本
工
事
測
量
で
使
用
し
た

U
AV

本
工
事
測
量
で
使
用
し
た

U
AV

本
工
事
で
使
用
し
た

IC
T重
機

出
来
形
管
理
図
表

－ 54 －



【番号18】

令和2年3月27日

工事名 一般国道４４号　根室市　川口改良工事
発注者

推薦事例の概要（実施内容および背景、課題など）
　一般的に小規模工事では施工量が少ないため、ICT建機や設備等のコスト面においてICT施工は向かないとさ
れているが、ノウハウや設備も十分に整った環境であれば、小規模土工においてもＩＣＴ施工が有効であると考え
られるため、ＩＣＴ施工による土工を実施した。
　なお、当工事においては「ICTの全面的な活用」を検証すべく、一切丁張を設置せず施工した。

推薦ポイント（特に生産性向上に寄与した点など）
　丁張り設置や、人力による法面整形などの作業が減ったことにより、作業員による人力作業が約５０％削減され
ており、昨今の「人手不足」においてはかなり有効であると考えられる。
　また、小規模土工の重機作業における、補助作業の減少は人手不足解消に有効であるとともに、安全性の向
上にも有効である。

釧路開発建設部　根室道路事務所

小針土建（株）発注者
工期 令和1年10月2日 ～
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【
機
密
性
２
】

小
規
模
で
の
IC
T
土
工

■
「

一
般

国
道

4
4
号

根
室

市
川

口
改

良
工

事
」

で
の

事
例

◆
工
事

概
要

道
路

土
工

掘
削

:
V
=
2,
1
0
0
㎥

、
路

体
盛
土

:
V
=
1
,
07
0
㎥

、

路
床

盛
土
:
V
=
3
,
0
9
0
㎥

法
面

工
張
芝

:
A
=
20
㎡

排
水

構
造

物
工

路
床

排
水

L
=
6
6
6
m

舗
装

工
凍
上

抑
制
層

:
A
=
7
,
5
4
8
㎡

、
下

層
路

盤
:
A
=
8
,
0
4
1
㎡

防
雪

柵
工

L=
4
5
m

一
般

的
に
小
規

模
工

事
で

は
施

工
量

が
少

な
い

た
め

、
I
C
T
建

機
や

設
備

等
の

コ
ス

ト
面

に
お
い
て

I
C
T
施
工
は
向
か
な
い

と
さ
れ

て
い
る
が
、
ノ

ウ
ハ

ウ
や
設
備
も

十
分

に
整

っ
た

環
境

で
あ

れ
ば

、
小

規
模

土
工

に
お

い
て

も
I
C
T
施

工
が

有
効
で
あ

る
と
考

え
ら
れ
る
た
め

、
I
C
T
施
工
に
よ
る
土

工
を

実
施
し
た
。

な
お

、
当
工
事

に
お

い
て

は
「

I
C
T
の

全
面

的
な

活
用

」
を

検
証

す
べ

く
、

一
切

丁
張

を
設

置
せ

ず
施

工
し

た
。

◎
工
期

短
縮

通
常

施
工

(過
去
実

績
)と

I
C
T
施

工
で

は
約

2
0%
の

工
期
短

縮
と

な
っ

た
。

◆
短
縮

と
な
っ
た

要
因

①
丁

張
設
置

に
掛

か
る
時
間

が
な

い
。

②
仕

上
げ

時
(
路
床

面
や
法

面
)
の

計
測

作
業
が

な
い
。

③
丁

張
が

な
い
こ

と
で

障
害

が
な

く
施

工
効
率
が

向
上
。

従
来
作
業
の
計
測
作
業

(左
)と
丁
張
の
障
害

(右
)の
様
子

◎
品

質
向

上
面

管
理

を
す

る
こ

と
で
、
従

来
管

理
よ

り
品
質

が
向

上
し

た
。

◎
出

来
形

精
度

路
床

:
±

0
㎜

～
-2
3
㎜

(
規

格
値

:
標

高
較

差
(
平
均

値
)
±

5
0
 
※

従
来

±
5
0
)

凍
上

抑
制

層
:
-
8㎜

～
+
1
1㎜

(
規

格
値

:
基

準
高

(
測

定
値

の
平

均
)
-
1
5
～

+5
0
 
※

従
来

は
基

準
高

の
管
理

な
し

)

下
層

路
盤

:
-
6
㎜
～

+
2
4
㎜

(
規

格
値

:
基

準
高

(
測

定
値

の
平

均
)
-
1
5
～

+5
0
 
※

従
来

±
5
0
)

※
凍

上
抑

制
層
に

お
い

て
は

、
下

層
路

盤
の
出

来
形

管
理

基
準

を
引

用
し
た

。

管
理
イ
メ
ー
ジ

ヒ
ー
ト
マ
ッ
プ
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【
機
密
性
２
】

小
規
模
で
の
IC
T
土
工

■
「

一
般

国
道

4
4
号

根
室

市
川

口
改

良
工

事
」

で
の

事
例

◎
作
業

環
境
の
安

全
性

向
上

補
助

作
業

員
が
減

少
し

た
こ

と
で

重
機

と
の
接

触
災

害
の

心
配

も
な

く
安
全

性
が

向
上

し
た

。

ま
た

、
周

囲
に
作

業
者

が
い

な
い

こ
と

で
重
機

オ
ペ

レ
ー

タ
ー

の
ス

ト
レ
ス

軽
減

効
果

も
あ

る
。

◎
施

工
性

(
小

規
模
土
工
へ
の

I
C
T
土
工
の
活
用

)
以

前
よ

り
IC
T
土

工
を

行
っ

て
い

る
業

者
で
あ

れ
ば

、
I
C
T
土

工
の

ノ
ウ

ハ
ウ

や
設
備

が
充

実
し

て
い

る
た

め
迅

速
な

対
応

が
可

能
で
あ

る
。

今
後

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
施

工
が

一
般

的
に

な
っ

て
行
け

ば
、

小
規

模
土
工

に
お

い
て

も
Ｉ

Ｃ
Ｔ

施
工

が
有

用
で
あ

る
と

思
わ

れ
る

。

3
次

元
設

計
デ

ー
タ

を
活
用

し
、

I
C
T
建

機
に
は

仕
上
げ

作
業

に
重

点
を
お

き
、

従
来

建
機

に
は

ワ
ン

マ
ン

測
量

を
併

用
。

小
規

模
土
工

で
の

有
効

性
を

実
証

し
た
。

従
来
施
工

(左
)と

IC
T施
工

(右
)の
手
元
作
業
員
の
違
い

従
来
建
機
と
ワ
ン
マ
ン
観
測
に
よ
る
仕
上
げ
前
段
階
作
業
（
左
）
と

IC
T建
機
で
の
仕
上
げ
作
業

(右
)

丁
張

り
設

置
や

、
人
力
に

よ
る
法
面
整
形
な
ど
の
作

業
が

減
っ

た
こ

と
で

、
作

業
員

に
よ
る
人
力
作

業
が
約

5
0
%
削
減

さ
れ

、
昨
今
の
「
人

手
不

足
」

に
お

い
て
は
か

な
り

有
効
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る

。
ま

た
、

小
規

模
土
工
の
重

機
作
業
に
お
け
る
、
補
助

作
業

の
減

少
は

人
手

不
足

解
消

に
有
効
で

あ
る

と
と
も
に

、
接
触
事
故

の
心
配
が
無
く

安
全

性
の

向
上

に
も
有
効
で
あ

る
。

コ
ス

ト
面

に
お

い
て
は
従

来
施
工
に

比
べ
有
利
と
は

言
え
な
い

が
、

本
工

事
で

は
、

冬
季

に
か
か
る

施
工
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず

4
週

8
休

が
確

保
さ

れ
、

か
つ
工
期

が
約

2
0
%
短
縮
さ
れ
て
い
る

こ
と

か
ら
コ
ス

ト
の

問
題

は
十

分
補
う
こ
と
が

で
き
、
今
後

I
C
T
施
工

が
普
及
し
て
行

け
ば

、
コ

ス
ト

は
改
善
さ

れ
て

行
く
と
思
わ
れ
、
不
向

き
と
さ
れ
て
い

た
小

規
模

土
工

で
も
十
分

に
有

効
性
が
確
認
さ
れ
先
進

性
が

あ
る

と
言

え
る

。
作
業
の
様
子
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【番号19】

令和2年2月25日

工事名 釧路港新西防波堤建設工事
発注者

推薦事例の概要（実施内容および背景、課題など）
　本工事は釧路港新西防波堤Ｆ２部の基礎工80m、本体工80mの施工を行うものである。施工エリアが陸側
に近く、潮流も早いことから、床堀、ケーソン据付、ブロック据付等の海上作業については迅速な作業が必須であ
る。効率的な作業を行うためには、作業船舶の位置決め、現場状況の確認が重要な課題であった。
　中でも、捨石マウンドの均しについては上述の現場条件（ケーソン、ブロックの早期据付）から早々に仕上げる必
要があった。

推薦ポイント（特に生産性向上に寄与した点など）
・ケーソンやブロックの据付は、作業船舶を早々にセットし、自動追尾型トータルステーションを使用することで、据付
精度の向上に繋がった。また、測量時の作業人員についても上記ICT技術の採用で1名での誘導が可能となった。
・捨石マウンド本均しについては、機械式均しを採用することで、水中部での安全性の向上と、大幅な工期短縮に
繋がり、生産性に寄与することが出来た。

釧路開発建設部　釧路港湾事務所

濱谷・山田・真壁経常JV発注者
工期 平成31年3月27日 ～
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【
機
密
性
２
】

港
湾
工
事
で
の
IC
T
施
工

■
釧

路
港

新
西

防
波

堤
建

設
工

事
で

の
事

例

◎
工

事
概
要

防
波

堤
（

新
西
）

基
礎

工
捨
石

本
均

し
（

I
C
T
施

工
）

A=
2
,
1
3
6
m2

本
体

工
ケ
ー

ソ
ン

据
付

（
I
C
T
施

工
）

n
=
4
函

被
覆

・
根

固
工

方
塊
据

付
（

I
C
T
施

工
）
n
=
7
4
個

被
覆
ブ

ロ
ッ

ク
据

付
（

IC
T
施

工
）

n
=
5
5
4
個

構
造

物
撤

去
工

1
式

◆
省

力
化

及
び
品
質
向
上

と
な

っ
た
要
因

・
こ

の
作
業

船
誘

導
管
理
シ

ス
テ

ム
を

使
用
す

る
こ

と
で

、
据
付

に
か

か
る

作

業
船

の
位

置
決

め
が

短
縮

さ
れ

効
率

的
と
な

っ
た

。

・
こ

れ
ま

で
の
捨

石
均

し
で

は
、

潜
水

士
に
よ

る
作

業
で

あ
っ
た

が
、

こ
の

自
動

追
尾

型
ト

ー
タ

ル
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
で

管
理
し

な
が

ら
施

工
す

る
こ

と
で
、

モ
ニ

タ
ー

で
仕

上
が

り
状

況
を

確
認

す
る

こ
と
が

出
来

、
水

中
部

作
業

の
安
全

性
の

向
上

と
工

期
短

縮
に

繋
が

っ
た

。

○
作
業

船
位
置
確

定
・

主
な

作
業

フ
ロ

ー

①
G
N
S
S
デ

ー
タ

を
押

船
操

作
室

、
及

び
ク
レ

ー
ン

操
作

室
の

P
C
に

取
り
込

む

②
モ

ニ
タ

ー
表

示
状

況
の

確
認

○
本

体
工

（
ケ
ー
ソ
ン
等

据
付

）
、
基
礎
工
（
捨
石
本

均
し

）
・
主
な
作

業
フ

ロ
ー

①
準

備
工

（
キ

ャ
リ

ブ
レ

ー
シ

ョ
ン

な
ど
）

②
作

業
船

位
置

（
G
N
S
S船

体
位

置
誘

導
管
理

ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
で
作

業
船

の
位

置
を
確

定
）

③
現

地
施

工
（

上
記

ｼ
ｽﾃ
ﾑ
を

使
用

し
た

据
付

作
業

と
施

工
管

理
を

同
時
に

実
施

）

本
工

事
は
釧
路

港
新

西
防

波
堤

Ｆ
２

部
の

基
礎

工
8
0
m
、

本
体

工
8
0
m
の

施
工

を
行

う
も

の
で
あ

る
。

ケ
ー
ソ
ン
や
ブ
ロ
ッ
ク

の
据
付
に
使
用
す
る

作
業
船

舶
の
位
置

決
め

に
は

、
G
N
S
S
に

よ
る

作
業

船
位

置
誘

導
管

理
シ

ス
テ

ム
と

自
動

追
尾

型
ト
ー
タ

ル
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

を
使

用
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
作

業
船
舶
の

位
置

や
作

業
位

置
を

モ
ニ

タ
ー

上
に

表
示

出
来

、
据

付
時

の
作

業
に

か
か

る
人

員
の

削
減

と
据

付
精

度
を

向
上

す
る

こ
と

が
出

来
た

。 捨
石

マ
ウ
ン
ド
本

均
し

に
つ

い
て

は
、

自
動

追
尾

型
ト

ー
タ

ル
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
り

確
認
し
な
が

ら
機
械

式
均
し
を
採
用

す
る
こ
と
で
、
水
中

部
で
の

安
全
性
の

向
上

と
、

大
幅

な
工

期
短

縮
に

繋
が

り
、

生
産

性
に

寄
与

す
る

こ
と

が
出

来
た

。

ク
レ
ー
ン
操
作
室
モ
ニ
タ

起
重
機
船
投
錨
作
業
時
モ
ニ
タ

基
礎
工
出
来
型
モ
ニ
タ

ケ
ー
ソ
ン
引
き
込
み
時

据
付
ケ
ー
ソ
ン

（
青
線
）

据
付
位
置

（
赤
線
）

未
施
工
箇
所
が
無
い
よ
う
に
、

施
工
箇
所
を
色
分
け
し
て
明
示

作
業
船

施
工
位
置
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【番号20】

令和2年3月27日

工事名 大津漁港-3.5m泊地浚渫その他工事
発注者

推薦事例の概要（実施内容および背景、課題など）
　本工事は、大津漁港の-3.5m泊地、-3.5m航路および-3.0m泊地の浚渫を行うとともに、泊地護岸を整備す
るものである。浚渫工事においては、港奥の波や潮流が比較的穏やかな場所であったが、利用者との協議により冬
期施工であったことから結氷による障害があり、また隣接工事との頻繁な調整が発生するなど、工期的には余裕の
少ない工事であった。

推薦ポイント（特に生産性向上に寄与した点など）
浚渫作業において、ICTを搭載したバックホウ浚渫船により施工を行った。バックホウのショベルに搭載された装置により、バケット
の姿勢や位置を高精度に計算、モニターに表示し、モニターにはあらかじめ浚渫計画を読み込んでおき、浚渫エリアのガイダンス
やバケットの姿勢を確認するとともに、浚渫箇所を記録する。今回のICT施工による生産性向上は下記のとおり。
・オペレーターは、モニターによる目視確認により３次元で対象物を把握することができることから、業効率が向上した。また、過
掘削が減少し、品質が向上した。
・GPSにより施工箇所を特定するため、ボンデン設置による区域明示が不用となった。
・レッド測量作業が不用となり、効率かつ安全に施工することができた。

釧路開発建設部　釧路港湾事務所

萩原建設工業（株）発注者
工期 令和1年8月7日 ～
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【
機
密
性
２
】

浚
渫
で
の
IC
T
施
工

■
大

津
漁

港
-
3
.
5
m
泊

地
浚

渫
そ

の
他

工
事

で
の

事
例

◎
工
事

概
要

深
浅

測
量

:
マ

ル
チ

ビ
ー
ム

測
深

(
I
C
T
)

-
3
.
5
m
泊

地
:
 
浚
渫

工
V
=
9,
5
1
7
m
3
(
I
C
T
)
、

土
捨
工

V
=
9,
5
1
7
m
3
、

床
掘

工

(
IC
T
)
V
=
1
,4
2
4
m
3
、

土
捨

工
V
=1
,
4
2
4
m
3

-
3
.
5
m
航

路
：

浚
渫

工
V
=
6,
0
6
8
m
3
(
I
C
T
)
、

土
捨
工

V
=
6,
0
6
8
m
3
、

-
3
.
0
m
泊

地
：

浚
渫

工
V
=
14
,
6
1
0
m
3
(
I
C
T
)
、
土

捨
工

V
=1
4
,
6
1
0
m
3
、

床
掘
工

(
IC
T
)
V
=
1
,1
1
1
m
3
、

土
捨

工
V
=1
,
1
1
1
m
3

泊
地

護
岸

：
本
体

工
9
3
m、

上
部

工
1
7
6
m
、
路

盤
工

1
81
m

本
工

事
は
、
大
津

漁
港

の
-
3
.
5
m
泊

地
、

-
3
.
5
m
航

路
お

よ
び

-
3
.
0
m
泊

地
の

浚
渫

を
行

う
と
と

も
に

、
泊
地
護
岸
を
整
備
す

る
も

の
で

あ
る

。
浚

渫
工

事
に

お
い
て
は

、
港

奥
の

波
や

潮
流

が
比

較
的

穏
や

か
な

場
所

で
あ

っ
た

が
、

利
用

者
と

の
協

議
に

よ
り

冬
期

施
工

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

結
氷

に
よ

る
障

害
が
あ
り

、
ま

た
隣

接
工

事
と

の
頻

繁
な

調
整

が
発

生
す

る
な

ど
、

工
期

的
に

は
余

裕
の

少
な

い
工

事
で

あ
っ

た
。
こ

の
た
め
、

I
C
T
に
よ
る

深
浅

測
量
や
浚
渫

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
効

率
か

つ
安

全
な

施
工

が
な

さ
れ

、
品

質
の

向
上

が
図

ら
れ

た
。

◆
効

率
化

及
び
品
質
向
上

と
な

っ
た
要
因

・
マ
ル
チ
ビ
ー
ム
に

よ
り
、
迅

速
に
広

範
囲
の

深
浅
測

量
を
行

う
こ
と
が
で
き
、
海
底
状

況
を
詳
細
に
把
握
す

る
こ
と

が
で
き

た
。

・
モ
ニ
タ
ー
に
よ

る
目

視
確
認

に
よ
り

、
３
次

元
で
対

象
物
を

把
握
で

き
る
た

め
、
作

業

効
率

が
向
上
し
た
。

ま
た
、

過
掘
削

が
減
少

し
、
品

質
が
向

上
し
た

。

・
GP
Sに

よ
り
施
工

箇
所
を
特

定
す
る

た
め
、

ボ
ン
デ

ン
設
置

に
よ
る

区
域
明

示
が
不

用

と
な
っ
た
。

・
レ
ッ
ド
測
量
作
業
が

不
用
と

な
り
、

効
率
か

つ
安
全

に
施
工

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

○
マ

ル
チ
ビ
ー
ム

測
量

主
な

作
業

フ
ロ

ー

①
事

前
作

業
（
測

線
間
隔

設
定

、
艤

装
、

GN
S
S
精

度
確

認
、

吃
水

確
認
）

②
測

深
（

マ
ル

チ
ビ

ー
ム

測
深

機
に

よ
り
海

底
地

形
デ

ー
タ

を
取

得
）

③
３

次
元

形
状

復
元

（
デ

ー
タ

解
析

、
海
底

地
形

の
３

次
元

形
状

を
復
元

）

④
３

次
元

点
群

デ
ー

タ
フ

ァ
イ

ル
作

成

○
Ｉ

Ｃ
Ｔ

搭
載
バ
ッ
ク
ホ

ウ
浚

渫
主
な

作
業
フ

ロ
ー

①
事

前
作

業
（

浚
渫

計
画

の
設

定
）

②
キ

ャ
リ

ブ
レ

ー
シ

ョ
ン

（
バ

ケ
ッ

ト
先
端

位
置

と
各

種
セ

ン
サ

ー
と
の

調
整

）

③
現

地
施

工
（

バ
ケ

ッ
ト

位
置

と
目

標
浚
渫

位
置

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で
可

視
化

）

④
施

工
管

理
（

施
工

箇
所

、
掘

削
不

足
、
過

掘
削

の
確

認
）

完
成
後
の
海
底
地
形
図

IC
Tバ
ッ
ク
ホ
ウ
浚
渫
船
に
よ
る
施
工
状
況

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
室
内
の

IC
T管
理
モ
ニ
タ
ー

着
工
前
の
海
底
地
形
図

凡
例

深
い

浅
い

施
工
区
域
外
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【番号21】

推薦事例の概要（実施内容および背景、課題など）
本事業は、十勝川水系利別川の流下能力向上を図るため河道掘削を行う工事である。
工事にあったては、施工管理および出来型管理の効率化、安全管理の徹底、ICT活用の推進を図るため下記の
取り組みを行った。
　　　・UAVによる起工測量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・CIMモデルの活用
　　　・MＣバックホウ、ブルドーザの導入　　　　　　　　　　　　　　　　　・ＩＣＴセミナーの開催
　　　・会社の組織体制（ＩＣＴ推進プロジェクト）の活用

推薦ポイント（特に生産性向上に寄与した点など）
　従来の丁張りを設置する施工では、重機足場位置、測量作業中の待機時間などの制約があったが、インテリジェ
ントマシンコントロールシステムの使用により丁張りを基準とする必要がないことで、それらの制約が軽減され、施工
性、施工精度の向上及び出来型管理の効率化が図られた。また、安全衛生においても、混在作業がなくなることで
作業中の事故防止措置として大きな対策となり無事故で工事を完成させた。

帯広開発建設部　池田河川事務所

斉藤井出建設（株）発注者
工期 令和1年10月18日 ～ 令和2年3月27日

工事名 十勝川改修工事の内　利別築堤河道掘削工事
発注者
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十
勝
川
改
修
工
事
の
内
利
別
築
堤
河
道
掘
削
工
事

斉
藤
井
出
建
設
（
株
）

河
川
土
工

掘
削
工

掘
削 8
3
,5
0
0
m
3

（
内
2
7
,2
00
m
3
IC
T
施
工
）

盛
土
工

築
堤
盛
土

2
3
,8
0
0
m
3

（
全
量
IC
T
施
工
）

法
面
整
形
工

法
面
整
形
（
盛
土
部
）

3
,2
5
0
m
2

（
内
2
,1
0
0
m
2
IC
T
施
工
）

工
事
概
要

起
工
測
量

標
定
点
確
認
状
況

フ
ラ
イ
ト
状
況

施
工
に
あ
た
り
Ｕ
Ａ
Ｖ
に
よ
る

起
工
測
量
を
実
施

工
事
起
点

S
P
=
8
,8
20
.0
0

工
事
延
長

L
=
1
,4
08
.0
0m
（不
施
工
区
間
L
=
5
8
0.
00
m
含
む
）

掘
削
工
延
長

L
=
5
00
.0
0m

工
事
終
点

S
P
=
1
0,
22
8
.0
0

不
施
工
区
間

L
=
5
80
.0
0m

掘
削
工
起
点

S
P
=
8
,8
20
.0
0

掘
削
工
起
点

S
P
=
9
,9
00
.0
0

掘
削
工
終
点

S
P
=
9
,3
20
.0
0

掘
削
工
終
点

S
P
=
1
0,
22
8
.0
0

掘
削
工
延
長

L
=
3
28
.0
0m

平
面
図
（
２
）

工
事
延
長

L
=
2
57
.0
0m

盛
土
工
延
長

L
=
2
57
.0
0m

工
事
終
点

S
P
=
2
83
.0
0

工
事
起
点

S
P
=
2
6.
00

平
面
図
（
１
）
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十
勝
川
改
修
工
事
の
内
利
別
築
堤
河
道
掘
削
工
事

斉
藤
井
出
建
設
（
株
）

盛
土
量
算
出

掘
削
土
量
確
認

Ｕ
Ａ
Ｖ
に
よ
る
空
中
写
真
測
量
を
用
い
た
起
工
測
量
結
果
に
３
次
元
設
計
デ
ー
タ
を
重
ね
合
わ
せ
、
盛
土
量
や
掘
削
土
量
の
算
出
を
行
う
こ
と
に
よ
り
内
業
を
軽
減

Ｃ
ＩＭ
モ
デ
ル
の
活
用

出
来
形
管
理
を
空
中
写
真
測
量
に
て
行
い
、
ヒ
ー
ト
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
出
来
形
測
定
表
の
作
成
を
省
力
化

ヒ
ー
ト
マ
ッ
プ
作
成

U
A
V
に
よ
る
出
来
形
測
定
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十
勝
川
改
修
工
事
の
内
利
別
築
堤
河
道
掘
削
工
事

斉
藤
井
出
建
設
（
株
）

エ
ブ
リ
デ
イ
ド
ロ
ー
ン
勉
強
会

実
演
講
習
会

組
織
体
制
お
よ
び
ＩＣ
Ｔ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

標
定
点
の
設
置
が
不
要
・
短
時
間
で
測
量
が
で
き
る
こ
と
か
ら
『
エ
ブ
リ
デ
イ
ド
ロ
ー
ン
』
を
試
験
的
に

導
入
し
、
掘
削
土
量
の
進
捗
状
況
を
効
率
的
に
確
認

会
社
職
員
を
集
め
、
セ
ミ
ナ
ー
（
勉
強
会
、
実
演
講
習
会
等
）
の
開
催

3
次
元
設
計
デ
ー
タ
搭
載
の
IC
T
建
機
(3
D
M
C
バ
ッ
ク
ホ
ウ
・
3
D
M
C
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
)に
よ
る
切
土
・
盛
土
・
法
面
整
形
の
施
工
管
理
を
実
施

ま
た
、
現
場
作
業
員
と
の
混
在
作
業
を
軽
減
で
き
た
こ
と
に
よ
り
安
全
性
が
向
上

M
C
バ
ッ
ク
ホ
ウ

M
C
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー

ＩＣ
Ｔ
建
設
機
械
の
活
用
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【番号22】

推薦事例の概要（実施内容および背景、課題など）
・UAVによる起工測量
・CIMモデルの活用
・MＣ、ＭＧバックホウの活用
・携帯電話不感地帯におけるWi－Fi環境の整備
・ＷＥＢカメラの活用
・ＩＣＴセミナーの開催
・会社の組織体制（ＩＣＴソリューションズ）

推薦ポイント（特に生産性向上に寄与した点など）
携帯電話不感の地理的条件においてWi－Fi環境を整備することにより、情報連絡のための現場内移動を不要と
するなど効率的な作業環境の構築に取り組んだ。また、ＷＥＢカメラの活用により現場事務所や本社、発注者が
遠隔で現場状況を確認できる環境を整え、移動時間の短縮やリアルタイム性を向上するなど効率的な現場管理が
行われた。さらに、ＩＣＴに係るセミナーの開催やＩＣＴ関連組織の整備による現場へのバックアップ体制も評価で
きる。

帯広開発建設部　足寄道路事務所

宮坂建設工業（株）受注者
工期 平成31年4月12日 ～ 令和2年1月23日

工事名 北海道横断自動車道　陸別町　小利別改良工事
発注者
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北
海
道
開
発
局
ｉ
－
Ｃ
ｏ
ｎ

取
組
事
例

１
）
工
事
概
要

工
事
名

：
北
海
道
横
断
自
動
車
道

陸
別
町

小
利
別
改
良
工
事

工
事
内
容
：
土
砂
掘
削
約
1
4
,0
0
0
m
3
、
法
面
整
形
約
7
,8
0
0
m
2
等

２
）
取
組
概
要

・
U
A
V
に
よ
る
起
工
測
量
、
C
IM
モ
デ
ル
活
用
、
M
C
・
M
G
バ
ッ
ク
ホ
ウ
の
活
用
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
カ
メ
ラ
の
活
用
、
携
帯
電

話
不
感
地
帯
に
お
け
る
W
i-
Ｆ
i環
境
の
整
備
、
IC
T
セ
ミ
ナ
ー
開
催
、
会
社
の
組
織
体
制
（
IC
T
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
）

３
）
取
組
効
果

①
当
該
箇
所
は
、
離
れ
た
複
数
の
橋
梁
背
面
部
の
盛
土
も
施
工
す
る
工
事
で
あ
っ
た
た
め
、
工
事
区
間
内
を
一
括
で
精

度
高
く
一
体
で
起
工
測
量
が
可
能
な
U
A
V
を
用
い
た
こ
と
に
よ
り
施
工
工
程
が
約
２
日
短
縮
し
、
IC
T
の
活
用
に
よ
り

現
地
の
出
来
形
精
度
が
向
上

②
工
事
箇
所
が
携
帯
電
話
不
感
地
帯
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
W
i-
F
iの
整
備
に
よ
り
、
現
場
か
ら
連
絡
先
ま
で
1
4
分
／
回

の
情
報
連
絡
の
た
め
の
移
動
が
不
要
と
な
り
作
業
効
率
が
向
上

③
W
E
B
カ
メ
ラ
の
設
置
に
よ
り
、
現
場
か
ら
現
場
事
務
所
ま
で
1
5
分
か
か
る
た
め
、
現
場
管
理
を
遠
隔
で
現
地
を
確

認
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、
移
動
時
間
の
短
縮
や
リ
ア
ル
タ
イ
ム
性
が
向
上
し
、
効
率
的
な
現
場
管
理
と
約
1
0
日
程
度

の
施
工
工
程
が
短
縮
で
き
た

④
IC
T
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
（
1
回
）
や
IC
T
関
連
の
組
織
の
整
備
に
よ
り
現
場
へ
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
構
築
し
た
こ
と

で
、
IC
T
活
用
施
工
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
た

Ｗ
Ｅ
Ｂ
カ
メ
ラ
設
置
状
況
と
現
地
確
認
状
況

Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
環
境
整
備
状
況

Ｕ
Ａ
Ｖ
に
よ
る
起
工
測
量
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【番号23】

推薦事例の概要（実施内容および背景、課題など）
・UAVによる起工測量
・CIMモデルの活用
・MＣバックホウ、ＭＣブルの活用
・ペイロード機能搭載バックホウの活用
・クラウドサーバー、タブレット端末、eYACHOの活用
・ＷＥＢシステムの活用

推薦ポイント（特に生産性向上に寄与した点など）
現場事務所や本社、発注者が遠隔で打ち合わせできるＷＥＢ会議の活用により、移動時間を削減することで労
働時間の短縮など労働環境の改善に取り組んだ。また、瞬時にバケット内の土砂重量を正確に計量できるペイロー
ド機能を搭載したバックホウの活用は過積載の防止に効果を発揮した。さらに、クラウドサーバー、eYACHO、タブレッ
ト端末を活用して施工現場と現場事務所の迅速なデータ共有を可能としたことは工事の円滑な進捗に寄与してお
り、ペーパーレス化も評価できる。

帯広開発建設部　足寄道路事務所

萩原建設工業（株）受注者
工期 令和1年7月13日 ～ 令和2年1月24日

工事名 北海道横断自動車道　陸別町　日宗改良工事
発注者
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１
）
工
事
概
要

工
事
名

：
北
海
道
横
断
自
動
車
道

陸
別
町

日
宗
改
良
工
事

工
事
内
容
：
土
砂
掘
削
約
2
4
,0
0
0
m
3
、
路
体
盛
土
約
2
1
,0
0
0
m
3
、
法
面
整
形
約
6
,0
0
0
m
2
等

２
）
取
組
概
要

・
U
A
V
に
よ
る
起
工
測
量
、
C
IM
モ
デ
ル
活
用
、
M
C
バ
ッ
ク
ホ
ウ
・
Ｍ
Ｃ
ブ
ル
の
活
用
、
ペ
イ
ロ
ー
ド
機
能
搭
載

バ
ッ
ク
ホ
ウ
の
活
用
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
の
活
用
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
バ
ー
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、
e
Ｙ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
活
用

３
）
取
組
効
果

①
当
該
箇
所
は
、
草
木
が
生
い
茂
っ
た
山
間
部
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
草
木
を
処
理
し
て
地
盤
を
計
測
す
る
必

要
が
な
い
U
A
V
に
よ
る
起
工
測
量
を
行
う
こ
と
で
施
工
工
程
が
約
1
7
日
短
縮
し
、
IC
T
の
活
用
に
よ
り
出
来
形
精
度

が
向
上

②
W
E
B
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
会
議
よ
り
、
現
場
事
務
所
と
本
社
、
発
注
者
が
遠
隔
で
会
議
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、
現
場
事

務
所
と
本
社
の
移
動
時
間
（
4
時
間
／
回
）
を
削
減
す
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働
時
間
の
短
縮
や
環
境
改
善
に
寄
与

③
現
場
に
お
い
て
、
ペ
イ
ロ
ー
ド
機
能
搭
載
バ
ッ
ク
ホ
ウ
を
活
用
し
た
こ
と
で
過
積
載
防
止
の
管
理
が
効
率
的
に
行
う

こ
と
が
で
き
、
現
場
の
安
全
管
理
が
向
上

④
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
バ
ー
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、
e
Ｙ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
を
活
用
し
て
、
施
工
現
場
と
現
場
事
務
所
と
を
迅
速
に

デ
ー
タ
に
よ
る
共
有
に
よ
り
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
図
り
つ
つ
、
工
事
の
円
滑
な
進
捗
に
寄
与

Ｕ
Ａ
Ｖ
に
よ
る
起
工
測
量

Ｗ
Ｅ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
会
議
状
況

ペ
イ
ロ
ー
ド
機
能
搭
載
バ
ッ
ク
ホ
ウ
に
よ
る
施
工
状
況
と
計
測
状
況

北
海
道
開
発
局
ｉ
－
Ｃ
ｏ
ｎ

取
組
事
例
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【番号24】

令和2年2月4日

工事名 旭川紋別自動車道　遠軽町　野上舗装工事
発注者

推薦事例の概要（実施内容および背景、課題など）
　令和元年の供用を目標として工事発注された旭川紋別自動車道　遠軽町　野上舗装工事において、UAV及び
３次元点群処理ソフトを用いた土工の出来形管理やレーザスキャナ計測による舗装工出来形管理を採用し、高い
品質を確保するとともに、令和元年１２月２１日の供用開始に合わせた的確な工事工程管理を行った。

推薦ポイント（特に生産性向上に寄与した点など）
　ICT技術を活用した施工から出来形評価まで一連で作業を行ったことにより、現場管理の作業時間を短縮するこ
とができ、週休２日（４週８休）を確保しながらも高い品質が確保され、開通前イベントの実施等、目標とする期
日までに工事を完了することができた。
　また、若手技術者を積極的に登用し、ICT施工の若手技術者向け現地見学会や勉強会を開催するなどICT技
術の普及促進にも積極的に取り組んでいた。

網走開発建設部　遠軽開発事務所

道路工業・河西経常JV受注者
工期 平成31年3月25日 ～
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旭
川
紋
別
自
動
車
道

遠
軽
町

野
上
舗
装
工
事

概
要
説
明
資
料

R
1
.1
2
.2
1
開
通

延
長
6
.8
㎞

旭
川
紋
別
自
動
車
道

遠
軽
町

野
上
舗
装
工
事

L
=
1
8
9
0
m

H
2
9
.3
.1
9
開
通

延
長
1
1
.2
㎞

適
用
工
種

表
層

L
=
1
8
9
0
m

適
用
工
種

下
層
路
盤

Ａ
ｓ
安
定
処
理

基
層

L
=
3
6
5
m

適
用
工
種

下
層
路
盤

Ａ
ｓ
安
定
処
理

基
層

L
=
1
9
1
m

適
用
工
種

下
層
路
盤

Ａ
ｓ
安
定
処
理

基
層

L
=
5
9
5
m

【
位
置
図
】

【
平
面
図
】

【
定
規
図
】

【
完
成
写
真
】

－ 71 －



-

－ 72 －



-

－ 73 －



【番号25】

令和1年12月6日

工事名 ウトロ漁港知床岬岸壁補修その他工事
発注者

推薦事例の概要（実施内容および背景、課題など）
本工事は、ウトロ漁港（知床岬地区）において、プレキャストを活用した工法により、老朽化した岸壁の補修を行っ
た。
当該施工箇所は、知床半島の先端部に位置しており、陸路がないため、船舶が唯一の移動手段となる。秋以降は
海象条件が悪くなるとともに、冬期には流氷が来襲することから、施工適期が非常に短い。
また、施工箇所近隣には生コンクリートのプラントがなく、ウトロ漁港からの海上運搬も不可能であるため、生コンク
リートの打設が出来ない状況にある。

推薦ポイント（特に生産性向上に寄与した点など）
施工時期・施工条件の制約が非常に厳しい中、施工事例の少ないプレキャスト部材による岸壁上部工・舗装工の
施工を行うことで、施工可能時期である８月末までの限られた期間の中で、確実に工事を完成させることが出来
た。

網走開発建設部

（株）西村組発注者
工期 平成31年3月16日 ～
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ウ
ト
ロ
漁
港
知
床
岬
岸
壁
補
修
そ
の
他
工
事
概
要
説
明
資
料

【
ウ
ト
ロ
漁
港
知
床
岬
地
区
全
貌
写
真
】

【
平
面
図
】

【
標
準
断
面
図
】

【
工
事
完
成
写
真
】

ウ
ト
ロ
漁
港
【
知
床
岬
地
区
】

ウ
ト
ロ
漁
港
【
ウ
ト
ロ
地
区
】
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ウ
ト
ロ
漁
港
知
床
岬
岸
壁
補
修
そ
の
他
工
事
概
要
説
明
資
料

①
既
設
上
部
コ
ン
ク
リ
ー
ト
取
り
壊
し
（
知
床
岬
地
区
）

②
上
部
ブ
ロ
ッ
ク
製
作
（
ウ
ト
ロ
地
区
）

③
上
部
ブ
ロ
ッ
ク
海
上
運
搬

④
上
部
ブ
ロ
ッ
ク
据
付
（
知
床
岬
地
区
）

【
上
部
ブ
ロ
ッ
ク
施
工
】
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ウ
ト
ロ
漁
港
知
床
岬
岸
壁
補
修
そ
の
他
工
事
概
要
説
明
資
料

③
舗
装
ブ
ロ
ッ
ク
海
上
運
搬

④
舗
装
ブ
ロ
ッ
ク
据
付
（
知
床
岬
地
区
）

【
舗
装
ブ
ロ
ッ
ク
施
工
】

①
既
設
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
取
り
壊
し
（
知
床
岬
地
区
）

②
舗
装
ブ
ロ
ッ
ク
製
作
（
ウ
ト
ロ
地
区
）
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【番号26】

令和1年12月17日

工事名 一般国道231号 増毛町 大別苅トンネル補修外一連工事
発注者

推薦事例の概要（実施内容および背景、課題など）
品質や安全性の向上には臨場による確認が必要であるが、多くの業務を行う中で、受発注者ともに現場までの職
員の移動に時間がかかることが課題であることから、映像による現場臨場と同程度の現場確認を行うことが可能か検
討した。
通信速度を上りを広帯域化し、下りを狭帯域化した非対称通信サービスを活用し、現場からの映像を高画質で送
信することができ、現場では携帯性に優れたタブレットや騒音があっても聞き取れるイヤホンマイクを活用することで、
映像や音声の乱れもなく、目盛り等も鮮明に読み取ることができ、円滑に現場検査を行うことができた。

推薦ポイント（特に生産性向上に寄与した点など）
映像による確認を行うことで、移動時間を解消し省力化が図られ、また、移動による環境負荷の軽減にも繋がってい
る。さらには、コミュニケーション環境の向上により、受注者本社に勤務している熟練技術者の知見が得られることで、
安全性や品質向上に繋がり、映像が記録されることで、施工家庭の振り返りにより施工課題改善の迅速化が図ら
れている。

留萌開発建設部　留萌開発事務所

（株）堀口組発注者
工期 平成31年4月9日 ～
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■
発
注
者
と
受
注
者
の
位
置
関
係

大
別
苅
ト
ン
ネ
ル
施
工
場
所
：増
毛
郡
増
毛
町
岩
尾

発
注
者
：留
萌
開
発
建
設
部

受
注
者
：堀
口
組
本
社

大
別
苅
ト
ン
ネ
ル

本
社
～
移
動
距
離

L=
31

.0
㎞

発
注
者
～
移
動
距
離

L=
31

.0
㎞

１

Ｎ

映
像
臨
場
技
術

映
像
集
積
化
技
術

V
al
ue
な
映
像
CI
M

V
al
ue
な
映
像
CI
M

3
次
元
化
・
数
値
化
技
術

展
開

移
動
レ
ス
に
よ
る
コ
ン
カ
レ
ン
ト
化

映
像
取
得
技
術

映
像
ＩＯ
Ｔ
通
信
技
術

IO
T
映
像
活
用
の
概
念
図

実
現
可
能
性
：中
小
建
設
業
を
対
象
に
し
た
Ⅰ
o
T
施
工
法
(V
is
u
a
l-
C
o
n
st
ru
ct
io
n
)を
の
展
開

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ
メ
ラ

モ
バ
イ
ル
カ
メ
ラ

タ
フ
パ
ッ
ド

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ
メ
ラ
の
活
用

・
リ
ア
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用

・
映
像
に
よ
る

4次
元
化

CI
M
化

・
映
像
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化

（
３
次
元
＋
時
間
軸
⇒
４
次
元
化

CI
M
）

２

多
視
点
で
の
安
全
監
視

安
全
会
議
（
現
場
）

安
全
会
議
（
現
場
）

安
全
監
視
（
本
社
管
理
者
）

安
全
監
視
（
本
社
管
理
者
）

安
全
監
視
（
現
場
管
理
者
）

安
全
監
視
（
現
場
管
理
者
）

安
全
研
修
（
本
社
）

安
全
研
修
（
本
社
）

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ
メ
ラ
の
活
用

３

ア
イ
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
調
査
に
よ
る
リ
ス
ク
着
眼
点
評
価

土
木
技
術
者
：

20
年
目
（
夏
）

土
木
技
術
者
：

1年
目
（
夏
）

土
木
技
術
者
：

20
年
目
（
冬
）

土
木
技
術
者
：

1年
目
（
冬
）

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ
メ
ラ
の
活
用

４

若
手
技
術
者
、
女
性
技
術
者
、
熟
練
技
術
者
等
が
現
場
で
ど
こ
を
見
て
い
る
か
、
様
々
な
人
の
視
点
・

着
眼
点
を
評
価
し
て
現
場
で
の
安
全
管
理
を
行
う
と
い
う
調
査
で
す
。
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非
対
称
通
信
技
術
と
ジ
ン
バ
ル
カ
メ
ラ
※

リ
ア
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用

５

※
ジ
ン
バ
ル
カ
メ
ラ

：
映
像
の
ブ
レ
を

軽
減
す
る
カ
メ
ラ

１
年
目
の
試
行
で
映
像

の
ブ
レ
が
気
に
な
る
と

い
う
指
摘
が
あ
り
採
用

法
枠
組
立
出
来
形
検
査ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ
メ
ラ
の
活
用

鮮
明
な
映
像
臨
場
に
よ
る
社
内
検
査

発
注
者
の
試
行
中
間
検
査

６

総
臨

場 時
間

臨
場

回
数

(回
)

平
均
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A
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安
全
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検
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９
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名
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1
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7

２
0
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3
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2
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1

検
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名
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2
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C
：
社
内
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２
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検
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名
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７
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名
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1
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技
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6
：
3
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５
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：
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：
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7
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名
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：
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：
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6
：
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8

６
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1
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2
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ヶ
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ヶ
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縮
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ヶ
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縮
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】
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タ

【
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】

・
タ
イ
ト
ル

・
区
分

・
安
全

・
技
術
承
継

・
工
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・
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月
日

【
デ
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タ
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択
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・
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【
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ト
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ル
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カ
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全
体
イ
メ
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ジ

映
像
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カ
イ
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化

７

ま
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め

映
像
臨
場
に
よ
る
、
移
動
時
間
、
待
ち
時
間
の
削
減

何
時
で
も
何
処
か
ら
で
も
品
質
管
理
が
可
能
に
し
た
こ
と
で
手

戻
り
作
業
の
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事
故
予
防
や
技
術
継
承
の
有
効
性
の
確
認
と
ア
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カ
イ
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化

地
域
イ
ン
フ
ラ
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持
情
報
と
し
て
の
C
IM
化
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財
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数
多
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T
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を
単
独
企
業
で
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と
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を
企
業
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携
や
ダ
イ
バ
ー
シ
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ィ
の
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用
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よ
る
デ
ジ
タ
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る
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入
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壁
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効
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化
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進
に
よ
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性
安
全
性
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向
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と
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建
設
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魅
力
づ
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り

８
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【番号27】

令和2年2月28日

工事名 一般国道４０号　幌延町　元町改良工事
発注者

推薦事例の概要（実施内容および背景、課題など）
　曲線部１００ｍ区間の盛土について、地上型レーザースキャナーを活用し起工測量を行い、MCバックホウにより
掘削と法面整形を実施した。

推薦ポイント（特に生産性向上に寄与した点など）
　地上型レーザスキャナーを活用し起工測量を行ったことで、丁張りを設置する手間が省け、時間と労力が軽減され
た。また、経験が少ないオペレータによる作業であったが、MCバックホウを使用することで、設計面で自動停止される
など、余掘りなどもなく精度良く効率的に施工された。出来形管理においては、ソフトで自動的に分布図が表示さ
れ、色分け精度が確認でき、従来の出来形管理図の作成が不要となり、作業が軽減された。

稚内開発建設部　稚内道路事務所

（株）富田組発注者
工期 平成31年4月15日 ～
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ザ
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丁
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設
置
す
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省
け
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起
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測
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要
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。
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経
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オ
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よ
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が
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像
と

施
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設
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自
動
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す
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た
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余
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な
く
精
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良
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効
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工

。

●
出
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形
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で
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動
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ザ
ー
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よ
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来
形
分
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【番号28】

令和2年2月21日

業務名 江別河川事務所管内 河川管理施設監理検討試行業務
発注者

推薦事例の概要（実施内容および背景、課題など）
本推薦は河川巡視を効率的・省力化にて行う事を目的とした取組みである。
長大な堤防の点検や河川敷への不法投棄物の確認には多くの時間と労力を費やしている状況である。
これら点検を車両を使った河川巡視で行う場合、現在のところ運転員と巡視員各１名、合計２名が必要。
今回紹介するVR技術を活用した河川巡視の取組を行うことで、巡視に必要な作業者が１名（省力化）になるこ
とに加え、不具合箇所の正確な把握や経年変化の確認など、後工程での活用・効率化も期待される。

推薦ポイント（特に生産性向上に寄与した点など）
河川巡視車両の上部に全天球（360度）カメラを搭載し、動画を撮影。巡視終了後、取得画像をVRゴーグルを
用いて視認することで、従来巡視時に確認していた堤防の不具合やゴミ投棄等を確認。本VR技術を活用した河川
巡視では、目視による堤防の不具合やゴミ投棄の確認箇所のうち約8割の精度で確認。従来の車両による点検で
は運転員、巡視員各１名合計２名が必要であったが、本方式では１名で点検可能となることから省力化が期待さ
れる。また、巡視記録を保存比較することで不具合箇所の正確な把握や経年変化の確認など、後工程での活用・
効率化も期待される。今後は視認性の向上やAIを用いた異常検知機能の搭載など、高度化を視野に入れた検討
を進めることで、更なる効率化・省力化が期待される。
 
 

（株）北開水工コンサルタント

札幌開発建設部　江別河川事務所

受注者
工期 平成31年4月25日 ～
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【番号29】

推薦事例の概要（実施内容および背景、課題など）
本事業箇所は、道路改良事業との同時整備であり、道路改良時に電柱が支障となる計画であることから、電線共
同溝工事と道路改良工事を効率的に進めることが課題であった。

推薦ポイント（特に生産性向上に寄与した点など）
上記の課題を解決するためには、電線共同溝整備区間の入線抜柱後に道路改良工事の施工順序を徹底するこ
とが重要である。そこで、この施工順序を３Dによるステップ図で表現することとした。関係機関（参画事業者・施工
業者）がこの施工順序を視覚的に確認することにより、事業全体の進捗状況の理解を深めることが可能となり、協
議の円滑化、工事工程の遅延防止等に繋がった。

（株）北海道近代設計

札幌開発建設部  千歳道路事務所

受注者
工期 令和元年6月7日 ～ 令和2年3月10日

業務名 一般国道36号　千歳市　錦町電線共同溝詳細設計業務
発注者
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【番号30】

令和2年3月16日

業務名 網走道路事務所管内　交通事故対策設計外一連業務
発注者

推薦事例の概要（実施内容および背景、課題など）
　本業務は、交通事故対策として道路予備設計を行い、短期間で道路構造について地域との合意形成を図る事
は、重要かつ難易度の高い課題であった。

推薦ポイント（特に生産性向上に寄与した点など）
　道路構造についてＣＩＭを用いた３Ｄモデリングを作成し、地域への説明資料として用い、地域住民に分かりや
すく説明する事で、合意形成が図られた。
　また、道路線形のＣＰとなる橋梁架橋箇所を、測量実施前にドローンを用いた空撮を行い、線形を決定し、測量
業務への引き継ぎを行った事で、業務の効率化を図った。

網走開発建設部　網走道路事務所

(株)構研エンジニアリング発注者
工期 令和元年4月25日 ～
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【番号31】

令和2年2月12日

業務名 一般国道２３８号　雄武町　北幌内防災対策設計外一連業務
発注者

推薦事例の概要（実施内容および背景、課題など）
　本業務は、興部道路事務所管内の防災対策設計として海岸浸食対策における、施工計画検討においてドロー
ンによる計測を活用した検討を行った。
　現地の施工計画を検討する上で、既設消波ブロックの詳細な位置を把握する事は重要かつ難易度の高い課題で
あった。

推薦ポイント（特に生産性向上に寄与した点など）
　汀線付近に広範囲に敷設された、既設消波ブロックの現地確認は、通常の測量では困難であった。このため、ド
ローンによる航空写真及び現況３Ｄモデル化を行い、現地状況を再現した。このことにより、既設消波ブロックの移
設数量を正確に把握でき業務施工計画検討の効率化につながった。また、事前に移設ブロックを確認出来たこと
で、工事発注後の工程が短縮され効率化が図れる。

網走開発建設部　興部道路事務所

(株)ドボク管理発注者
工期 平成31年4月18日 ～
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【番号32】

令和2年3月31日

業務名 稚内開発建設部管内　橋梁定期点検業務
発注者

推薦事例の概要（実施内容および背景、課題など）
橋梁定期点検業務において、一般国道２３８号　美雪橋について、ドローンによる画像計測によりクラック調査を
行った。
橋梁点検車による近接目視は交通規制が必要であり、かつ橋脚が高いため大型の橋梁点検車（官貸車）での
点検となり、作業時期が限定される。

推薦ポイント（特に生産性向上に寄与した点など）
ドローンにより撮影した画像を解析し点検調書・三次元データの作成を行った。
橋梁点検車を使用せず橋脚の点検を行ったため、点検が安全に行う事ができた。また、交通規制が不要となり道路
利用者への影響が軽減された。
従来の近接目視は現地でクラックを測定し図面に記載を行うが、ドローンは現地での測定・記載が不要となり外業
日数が短縮された。
点検結果を基に設計業務を行う際には、損傷状況が正確に記録された三次元データを提供できるため、補修設計
や補修に伴う仮設の検討時の有効活用が期待できる。

稚内開発建設部　道路整備保全課

日本データーサービス（株）発注者
工期 平成31年4月1日 ～
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さ
れ
た
三

次
元

デ
ー

タ
を

提
供

で
き

る
た

め
、

補
修
設
計
や
補
修

に
伴
う
仮
設
の
検
討
時
の
有
効
活
用
が
期
待

で
き
る
。

実
施
状
況

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
撮
影

解
析
状
況

三
次
元
デ
ー
タ

美
雪
橋
（
全
景
）
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